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平成２６年度における３モデル地域の取組状況
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１ 中名地域コミュニティ協議会
(1) 事業ごとの実施計画書の作成等

・２５年度末の各部会において担当事業ごとに実施計画素案を作成し、２６年度定期総会で
構成団体への周知を図った。事業実施前には各部会において素案を基に、より詳細な実施
計画をまとめられた。

・複数の部会が合同で実施する事業や協議会全体で実施する事業については、合同部会や全
体会を開いて連携を図られた。

(2) 地域コミュニティプランに基づく事業の実施
・プランに掲げた６０事業のうち５５事業を実施された（検討中の事業を含む）。
・未実施の５事業のうち、３事業は雨天により、２事業は用地確保等の課題が残り実施でき

なかった。
＜主な事業＞廻り灯籠の復活、高齢者交流サロンの整備、高校生クラブの結成など

(3) 事業の改善、継続
・特に新規事業については、住民の反応等を見ながら実施後の評価、反省を実施計画書にま

とめられた。
・事業ごとに実施結果の自己評価を行い次年度へつなげるための作業を進めている。

   
廻り灯籠の復活                 高校生クラブの結成

２ 八幡校区コミュニティ協議会
(1) 事業ごとの実施計画書の作成等

・各部会が中心となり開催期日、事業内容、役割分担等を実施計画にまとめ、役員会と連携
しながら各事業を順調に実施された。

・協議会の中核となる校区振興会の専門部との連携も図られた。また、主な部会員での打ち
合せ会も頻繁に開かれ、部会中心の態勢を確立されつつある。

(2) 地域コミュニティプランに基づく事業の実施
・プランに掲げた４４事業に新たに２事業を加え、４６事業のうち４４事業を実施された（検

討中の事業を含む）。
・未実施の２事業のうち、１事業は雨天により、１事業は課題の把握に留まり実施できなか

った。
＜主な事業＞防犯カメラの設置、子育てＯＧとの交流会、おはら祭への参加など
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(3) 事業の改善、継続
・事業実施後はその都度反省点や意見等を集約された。
・事業ごとに実施結果の自己評価を行い次年度へつなげるための作業を進めている。

   
子育てＯＧとの交流会               おはら祭への参加

３ 平川まちづくり協議会
(1) 事業ごとの実施計画書の作成等

・各担当者ごとに事業の計画、立案をし、部会において検討を重ね実施していくという従前
からの態勢で取り組んだ。

・全ての事業において部会ごとに役割を分担し事業を実施された。
(2) 地域コミュニティプランに基づく事業の実施

・プランに掲げた全４７事業を実施された（検討中の事業を含む）。
＜主な事業＞児童クラブの設立・運営、遊歩道の整備、得意技展示会の開催など

(3) 事業の改善、継続
・事業実施後は担当及び部会ごとに検証・評価を行い、運営委員会において反省や意見交換

をし、次年度の実施計画に生かしている。
・評価のまとめ作業も進めている。

   
児童クラブの設立・運営                遊歩道の整備


